


 
 

東北大学流体科学研究所とライス大学工学部との間 
における学術交流に関する協定書（訳） 

 
 
 
 文化、教育及び科学技術上の交流を一層促進しようという相互の願いに沿って、東北大

学流体科学研究所(日本国)とライス大学工学部（米国）は、学術上の交流について、次の
とおり同意する。 
 
１-１．両者は、互恵の精神をもって、次の事項の実施と発展に努力する。 
  (1)共同研究、共同教育の推進 
  (2)講義、会議、討論会、シンポジウムその他の学術的活動への教員及び研究員の短期

間の招待 
  (3)両者にとって関心ある分野での情報・刊行物の交換 
  (4)勉学と研究のための教員、研究員及び大学院生の交流 
 
１-２．他の協力形態は、それぞれの特定の場合ごとに取り決める。 
 
２．対象とする学問分野は相互の関心に基づいてそれぞれの場合に示される。 

特定の訪問や交流準備、共同活動で達成された成果を活用するための条件は、それぞ

れの特定の場合ごとに両者によって取り決められる。 
 
３．すべての財政上の処置は、それぞれ特定の場合ごとに両者が共同であるいは別々に求

めた財源の適合性によるものであることを、両者は了解する。 
 
４．本協定は両者の代表者による署名の日から５年間有効とする。協定は期限の６ヶ月以

前に見直され、相互の合意に従って延長あるいは更新される。いかなる時点であって

も、本協定の記述内容は、文書による相互の合意により修正される。 
 
５．本協定は、いずれの側からでも６ヶ月の予告をもって終了できる。この予告がなされ

た後は、いかなる募集も行われないものとする。但し、既に受け入れた交流学生に対

しては、その学業計画が全うされるまではその責務を果たし続けるものとする。 
 

本協定書は英語により各２通作成し、いずれも等しく正文である。 
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